
2006年４月　　4

３
月
３
日
、
せ
と
う
ち
交
流
館
に
お
い

て
、
新
フ
ェ
リ
ー
型
救
急
艇
「
ゆ
う
な
ぎ
」

の
竣
工
式
が
、
多
数
の
来
賓
の
出
席
の
も

と
、
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
上
村
町
長
の
挨
拶
、
門
田
今

治
地
方
局
長
の
祝
辞
に
続
き
、「
ゆ
う
な

ぎ
」
の
命
名
者
で
あ
る
尾
野
村
敦
視
氏

（
弓
削
地
区
）
と
、
建
造
に
ご
尽
力
さ
れ

た
㈱
木
曽
造
船
代
表
取
締
役
社
長
の
木
曽

栄
蔵
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、「
ゆ
う

な
ぎ
」
の
建
造
過
程
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

放
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上

島

町

消

防

だ

よ

り

そ
の
後
、
会
場
を
弓
削
港
桟
橋
に
移
し
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
竣
工
式
終
了
後
、

来
賓
者
は
「
ゆ
う
な
ぎ
」
の
試
乗
を
し
、

日
本
初
の
フ
ェ

リ
ー
型
高
速
救

急
艇
の
航
行
を

体
験
し
ま
し

た
。ま

た
、
多
く

の
報
道
関
係
者

が
取
材
に
訪

れ
、
注
目
度
の

高
さ
を
う
か
が

わ
せ
ま
し
た
。

■
今
後
の
救
急
体
制
に
つ
い
て

今
後
は
「
ゆ
う
な
ぎ
」
を
主
軸
に
救
急

活
動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
救

急
車
に
収
容
し
た
傷
病
者
を
、
担
架
の
積

み
替
え
を
す
る
こ
と
な
く
、
病
院
ま
で
救

急
搬
送
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
傷
病

者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、「
ゆ
う
な
ぎ
」
は
船
舶
安
全

法
令
等
に
よ
り
弓
削
港
か
ら
５
海
里
（
約

９
㎞
）
以
上
は
車
両
を
積
載
し
て
運
航
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
魚
島
地
区
へ
の
出
動

及
び
管
外
搬
送
（
尾
道
港
・
今
治
港
等
）

に
つ
い
て
は
救
急
艇
「
か
み
じ
ま
」
に
よ

る
従
来
の
搬
送
方
法
と
な
り
ま
す
。

《ゆうなぎの要目》

船　　質

全　　長

登 録 長

幅

総トン数

最高速力

巡航速力

アルミ合金製

20.80袤

15.70袤

5.00袤

19トン

30.1ノット

25.0ノット

平
成
18
年
３
月
23
日
か
ら
従
来
の
受

信
体
制
を
改
め
、
町
内
全
地
区
の
全
て
の

電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
を
、
消
防
署

で
受
信
す
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
の
火
災
・
救
急
通
報
に
つ
い
て
は
、

局
番
な
し
の
１
１
９
番
に
よ
り
お
願
い
し

ま
す
。

※
１
１
９
番
で
の
問
い
合
せ
等
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

《通報のポイント》あわてず、はっきりと、
次のことを伝えてください。
■場所（住所）

地区名・番地・目標物・通報者名、通報して
いる電話の番号

■火災の場合
何がどれくらい燃えているか。
負傷者や逃げ遅れはないか。

■救急の場合

傷病者の氏名・性別・年齢、意識の有無、病
気やケガの状態

1
1
9
番
通
報
は

消
防
署
が
受
信
し
ま
す
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２
月
26
日
、
弓
削
体
育
館
に
お
い
て
、

平
成
18
年
上
島
町
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
、
新
し
い
活
動
服
に
身
を
包
ん
だ
消
防

団
員
１
９
６
人
・
上
島
町
消
防
署
員
14
人

の
総
勢
２
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
、
予
定
さ

れ
て
い
た
分
列
行
進
、
小
型
ポ
ン
プ
・
ポ

ン
プ
自
動
車
操
法
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
訓
練

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

整
列
・
敬
礼
な
ど
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
行
動

で
式
典
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
姿
勢
・
服
装
の
点
検
に
続

き
、
消
防
団
員
と
し
て
功
績
の
あ
っ
た
被

表
彰
者
へ
表
彰
状
及
び
感
謝
状
贈
呈
の
後
、

上
村
町
長
に
よ
る
挨
拶
、
来
賓
の
皆
様
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
消
防
団
員
・
消
防

署
員
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
地
域
防
災
の

力
で
あ
る
こ
と
の
心
意
気
を
新
た
に
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
被
表
彰
者
代
表
の
宮
脇
氏
に

よ
る
謝
辞
、
檜
垣
消
防
団
長
に
よ
る
答
辞

が
行
わ
れ
、
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

被 表 彰 者
☆愛媛県知事表彰
宮脇　　馨（岩城方面隊　第３分団分団長）
左高　英文（弓削方面隊　第３分団副分団長）
☆愛媛県消防協会長表彰
【功績章】
中村　一義（魚島方面隊　第１分団班長）
【勤続章】
越智　　誠（弓削方面隊　第２分団部長）
水野　誠二（弓削方面隊　第２分団班長）
中山　有司（弓削方面隊　第２分団班長）
中濱　淳一（弓削方面隊　第２分団団員）
川辺　和廣（弓削方面隊　第１分団団員）
黒住　一徳（弓削方面隊　第１分団団員）
中川　　博（弓削方面隊　第１分団団員）
西中　幹夫（弓削方面隊　第３分団班長）
杉田　和房（弓削方面隊　第４分団団員）
林　　茂敏（岩城方面隊　第１分団班長）
福田　正昭（岩城方面隊　第１分団団員）
村上　佳史（岩城方面隊　第１分団団員）
森本　武男（岩城方面隊　第２分団班長）
村上　和昭（岩城方面隊　第２分団団員）
【親子消防団員表彰】
古本　　敬（岩城方面隊　第１分団分団長）
古本　晋哉（岩城方面隊　第１分団団員）
【感謝状　※永年勤続消防団員家族内助の功労者】
早瀬須美枝　　田中加代子　　加登まゆみ
村上　良子　　柏原　順子　　石本　友子
越智眞理子　　山本かずみ　　林　　玲子
野間　孝子　　山下　富枝　　柏原　　静　　
馬越　洋子　　中谷　悦子　　松浦　初美
☆上島町長表彰
古本　晋哉（岩城方面隊　第１分団団員）
田名後高広（岩城方面隊　第３分団団員）
岡野　敬文（弓削方面隊　第１分団団員）
徳岡　　誠（弓削方面隊　第２分団団員）
古江　克巳（弓削方面隊　第２分団団員）

２
月
24
日
、
全
国
の
消
防
団
活
動
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
「
消
防
団
地
域
活
動

表
彰
式
」
が
、
日
本
消
防
会
館
に
お
い
て

行
わ
れ
、
上
島
町
消
防
団
が
、
消
防
団
員

の
充
実
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地

域
防
災
力
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、「
団
員
確
保
功
労
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

上
島
町
消
防
団
は
、
旧
４
か
町
村
の
消

防
団
員
定
数
３
５
９
人
か
ら
上
島
町
発
足

後
３
９
０
人
に
増
員
し
、
実
員
も
合
併
当

初
の
３
４
２
人
か
ら
平
成
18
年
２
月
１
日

現
在
で
３
６
９
人
（
男
３
４
７
人
・
女
２

２
人
）
に
増
員
し
ま
し
た
。

上
島
町
消
防
団

消
防
庁
か
ら
表
彰




